
 

三
月
五
日
、
会
員
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ

テ
ル
東
急
で
行
わ
れ
、
対
象
新
入

会
員
五
名
を
含
む
十
八
名
が
参
加

し
た
。 

 

始
め
に
炭
澤
研
修
学
部
長
が
、

「
ど
ん
な
会
か
を
勉
強
し
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
し
て
欲

し
い
」
と
温
か
く
歓
迎
し
た
。
次

に
岩
木
副
代
表
理
事
が
「
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
会
の
取
扱
説
明

書
。
同
友
会
は
集
団
の
中
で
学
び

資
質
を
磨
く
場
と
し
て
理
解
い
た

だ
き
、
最
終
的
に
は
よ
い
会
社
を

一
緒
に
作
っ
て
い
こ
う
」
と
役
員

代
表
と
し
て
挨
拶
し
た
。 

 

会
活
動
の
説
明
は
吉
田
研
修
副

学
部
長
が
、
組
織
体
制
、
同
友
会

の
歴
史
、
理
念
や
活
動
内
容
に
つ

い
て
解
説
し
た
。
そ
の
中
で
最
も

伝
え
た
い
こ
と
と
し
て
、
①
３
つ

の
目
的
、
②
自
主
・
民
主
・
連
帯

の
精
神
、
③
労
使
見
解
と
人
を
生
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「がんばる社長」       ３面 ‥ ㈱ファロン 太田有彦 社長 

「社員と共に」         ４面 ‥ ㈱ｅｒ 鶴来建志 社長 

「２月支部例会報告」   ８面～９面 

「石川の竜馬がゆく」   10面 ‥ ㈱拓建ホーム 山下勝巳 取締役部長 

「あれから一年」       12面  ‥ ㈲オオハタ建築研究所 大畑清隆 社長 

今月のひと言 
代表理事 玉田 善明 

無いものを理念などでカバー 

生
き
て
行
く
能
力
を
知
る

事
で
、
事
業
の
有
り
様
に

も
通
じ
ま
す
ね
。
私
達
の

商
売
も
小
で
有
る
が
故

に
、
無
い
も
の
を
よ
り
卓

越
し
た
技
能
、
技
術
、
情

熱
、
理
念
で
カ
バ
ー
す
る

事
で
成
り
立
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
で

こ
の
コ
ラ
ム
も
終
わ
り
に

成
り
ま
す
。
永
い
間
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

す
。
失
っ
た

も
の
を
他
の

健
常
な
五
感

で
補
完
し
て

か
す
経
営
、
④
学
び
方
を
学
ぶ
と

い
う
意
味
、
の
四
点
を
挙
げ
た
。

ま
た
３
つ
の
目
的
実
現
に
向
け
て

は
「
経
営
指
針
成
文
化
」
と
「
中

小
企
業
憲
章
制
定
」
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
と
し
、
水
上
次
期
経
営

指
針
委
員
長
と
金
谷
専
務
理
事
が

各
々
説
明
し
た
。
水
上
次
期
委
員

長
は
、
経
営
指
針
成
文
化
の
過
程

で
、
利
益
と
社
員
に
対
す
る
受
取

り
方
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
経
験
を

話
し
、
効
果
と
し
て
、
経
営
者
と

し
て
の
覚
悟
が
で
き
た
こ
と
や
社

員
の
不
安
が
消
え
て
自
発
的
な
発

言
や
働
き
甲
斐
が
見
え
て
き
た
こ

と
な
ど
を
語
っ
た
。 

 

テ
ー
ブ
ル
討
論
は
「
今
考
え
て

い
る
よ
い
経
営
者
と
は
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
討
論
し
た
。
最
後
に
松

岡
次
期
仲
間
づ
く
り
委
員
長
が

「
本
当
に
よ
い
会
な
の
で
自
主
的

な
参
加
で
学
び
と
気
づ
き
を
深
め

て
ほ
し
い
」
と
結
ん
だ
。 

 

盲
目
の
歴
史
学
者
が
杖

を
つ
い
て
一
人
で
歩
い
て

い
ま
す
、
風
の
音
、
強

さ
、
向
き
で
風
景
を
知

り
、
杖
を
突
く
音
で
場
所

を
判
断
し
、
も
の
を
触
っ

た
指
か
ら
多
く
の
事
柄
を

知
る
事
が
出
来
る
そ
う
で

 

よ
い
会
社
を
一
緒
に
作
ろ
う 

 

会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

自
主
的
な
参
加
で
学
び
と
気
づ
き
を

最終回 
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アイビー 

第394号 

持って

いる
67%

持って

いない
33%

経営指針について

共
同
求
人
委
員
会 

来
春
採
用
に
向
け
説
明
会 

 

二
月
二
十
三
日
（
土
）
愛
知
青

年
同
友
会
合
同
例
会
が
名
古
屋
国

際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
、
総
参
加

者
数
五
百
六
十
名
、
石
川
か
ら
は

十
四
名
参
加
し
た
。 

 

基
調
講
演
は
「
夢
・
愛
・
力
で

成
長
・
発
展
！
」
～
学
び
を
活
か

し
て
、
未
来
を
変
え
る
～
と
題

し
、
愛
知
中
小
企
業
家
同
友
会
副

代
表
理
事
の
佐
藤
祐
一
氏
（
㈱
羽

根
田
商
会 

代
表
取
締
役
）
が
、
ト

ヨ
タ
シ
ョ
ッ
ク
で
急
激
に
売
上
が

落
ち
込
む
中
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成

し
、
未
来
像
を
明
か
に
し
て
全
社

一
丸
で
取
り
組
ん
だ
姿
勢
と
覚
悟

な
ど
話
し
た
。
そ
の
後
、
八
つ
の

分
科
会
に
分
か
れ
て
学
び
を
深
め

た
。
以
下
、
参
加
者
の
感
想
一
部

紹
介
（
敬
称
略
）
。 

◆
黒
崎
嘉
之 

黒
崎
産
業
㈱ 

 

二
〇
一
四
年
春
採
用
の
共
同
求

人
事
業
、
合
同
企
業
説
明
会
が
行

わ
れ
た
。
第
一
回
が
二
月
二
十
五

日
（
月
）
第
二
回
目
が
三
月
十
八

日
（
月
）
、
両
日
と
も
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
で
行
わ
れ
、
企
業
約
二

十
社
が
参
加
し
た
。 

 

面
談
に
来
場
し
た
学
生
は
第
一

回
目
が
、
三
大
学
、
二
専
門
学
校

の
十
一
名
、
第
二
回
が
五
大
学
、

一
短
大
、
二
専
門
学
校
の
三
十
五

名
だ
っ
た
。
皆
真
剣
に
企
業
か
ら

の
会
社
説
明
や
経
営
方
針
な
ど
に

聞
き
入
り
、
中
に
は
春
休
み
を
利

用
し
て
来
た
県
外
か
ら
の
学
生
も

数
名
い
て
「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
会
社
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。 

 

次
回
は
四
月
二
十
七
日
（
土
）

金
城
大
学
（
医
療
健
康
学
部
棟
）

で
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
に
行

わ
れ
る
。 

行動を重ねる決意の機会に 

青年部会＊愛知青年同友会合同例会参加 

 

会
社
規
模
の
大
小
も
関
係
な
く

一
生
懸
命
会
社
を
良
く
し
て
い
こ

う
と
行
動
し
て
い
る
会
社
報
告
だ

と
再
認
識
し
た
。
し
っ
か
り
行
動

を
重
ね
て
い
こ
う
と
新
た
に
決
意

し
た
。 

◆
菅
波
慶
太
郎 

㈱
エ
ス
ク 

 

自
分
自
身
に
足
り
な
い
も
の
は

ス
ピ
ー
ド
だ
と
感
じ
た
。
学
ん
だ

内
容
を
即
実
行
で
き
る
経
営
者
、

後
継
者
が
こ
れ
だ
け
い
る
。
県
外

の
仲
間(

会
員)

に
負
け
な
い
よ
う
即

時
実
行
を
行
い
た
い
。 

◆
宗
守
重
泰 

㈱
宗
重
商
店
〉 

 

報
告
す
る
た
め
に
経
営
者
だ
か

ら
…
と
か
、
ま
だ
後
継
者
だ
か

ら
…
、
み
た
い
な
言
い
訳
は
一
切

関
係
な
く
、
ど
れ
だ
け
会
社
を
よ

く
す
る
た
め
に
ど
れ
だ
け
鉄
砲
玉

を
撃
っ
て
き
た
か
で
あ
る
と
思

う
。
会
員
同
士
が
表
面
的
な
付
き

合
い
（
仲
良
し
ク
ラ
ブ
）
で
は
な

く
、
お
互
い
の
会
社
を
も
っ
と

も
っ
と
良
く
し
て
い
こ
う
！
と
い

う
愛
情
が
厳
し
さ
に
繋
が
っ
て
い

る
と
思
う
。
個
人
的
に
「
優
し
さ

は
甘
さ
の
裏
返
し
、
厳
し
さ
は
愛

情
の
裏
返
し
」
だ
と
理
解
し
て
い

る
。
ま
さ
に
、
企
業
の
大
小
の
区

別
は
し
な
い
と
い
う
「
３
つ
の
誓

い
」
が
実
践
さ
れ
て
い
る
と
感
心

し
た
。 

経
営
学
部 

経
営
指
針
成
文
化
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト 

 

経
営
学
部
で
は
二
月
一
日
か
ら

二
十
八
、
経
営
指
針
ア
ン
ケ
ー
ト

を
全
会
員
対
象
と
し
て
行
っ
た
。

回
収
数
は
四
百
十
九
社
に
対
し
百

六
十
五
社
（
四
〇
％
）
。
集
計
結

果
は
以
下
の
と
お
り
。 

 

経
営
指
針
に
つ
い
て
百
六
十
五

社
が
回
答
。
経
営
指
針
を
持
っ
て

い
る
か
と
い
う
質
問
で
、
持
っ
て

い
る
が
百
十
社
で
六
七
％
、
持
っ

て
い
な
い
が
五
十
五
社
、
三

三
％
。
継
続
し
て
実
践
し
て
い
る

の
は
六
十
七
社
で
あ
っ
た
。
経
営

指
針
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
必
要

が
百
二
十
五
社
、
不
要
が
八
社
、

未
回
答
が
三
十
二
社
あ
っ
た
。 

 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
経

営
指
針
を
継
続
し
て
実
践
し
て
い

る
と
回
答
し
た
六
十
七
社
に
つ
い

て
経
営
指
針
書
を
成
文
化
し
て
い

る
と
み
な
し
、
成
文
化
率
は
百
六

十
五
社
の
回
答
に
対
し
て
四

一
％
、
不
成
文
化
三
二
％
、
未
回

答
二
七
％
と
な
っ
た
。 

  

業
績
に
つ
い
て
は
、
百
六
十
五

社
中
、
黒
字
が
百
四
十
二
社
で
八

六
％
、
赤
字
が
十
五
社
で
九
％
、

未
回
答
八
社
、
五
％
と
い
う
結
果

と
な
っ
た
。
回
答
率
四
〇
％
と
決

し
て
高
い
数
字
で
は
な
い
が
、
そ

の
中
で
黒
字
企
業
率
の
予
想
は
半

分
以
下
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た

が
、
八
六
％
と
予
想
以
上
に
多
い

結
果
と
な
っ
た
。 

 

経
営
学
部
と
し
て
は
、
決
し
て

高
い
回
答
率
で
は
な
か
っ
た
が
、

回
答
し
た
会
員
企
業
に
お
い
て
は

多
く
の
黒
字
企
業
数
で
あ
り
、
経

営
指
針
に
関
し
て
も
継
続
は
し
て

な
い
も
の
の
一
度
は
作
っ
た
方
が

多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

来
期
経
営
指
針
委
員
会
で
も
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
継
続
し
、
経
営
指

針
成
文
化
率
を
上
げ
て
黒
字
企
業

数
を
増
や
す
運
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。 

黒字

86%

赤字

9%

未回答

5%

業績について 
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業
態
は
高
級
婦
人
服
の
販
売
で

あ
る
が
、
あ
ま
り
洋
服
を
勧
め
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
見
か
け
る
風
景
は
、
い
つ
も

お
店
で
お
客
様
と
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
い
る
場
面
。
ソ
フ
ァ
に
長
時

に
滞
在
さ
れ
る
方
も
い
る
ら
し

い
。
そ
し
て
、
会
話
の
途
中
や
帰

り
際
に
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
洋
服

を
購
入
し
て
帰
る
。
洋
服
を
販
売

し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
お
客
様

の
話
し
相
手
に
な
っ
て
い
る
。
商

あ
る
と
感
じ
た
と
い
う
。 

 

こ
れ
か
ら
は
「
更
な
る
特
化
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
。
本
当
に
上
質
な
洋
服
を
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
大
好
き
な
女
性

に
提
供
し
て
い
く
。
お
客
様
一
人

一
人
の
魅
力
を
引
き
出
す
ア
イ
テ

ム
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
専
門
店

の
存
在
価
値
で
あ
り
、
大
型
店
に

は
真
似
出
来
な
い
こ
と
な
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。 

 

最
近
、
長
年
勤
め
て
く
れ
た
ス

タ
ッ
フ
が
定
年
退
職
し
た
。
痛
手

に
な
る
と
覚
悟
し
た
が
、
売
上
が

落
ち
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
お
店
に

㈱
フ
ァ
ロ
ン 

 太田 有彦 社長 

顧
客
が
つ
い

て
く
れ
て
い

る
こ
と
と
同

時
に
、
他
の

社
員
が
会
社

の
方
針
を
理

間
座
っ
て
談

笑
し
、
そ
こ

に
ま
た
新
た

な
お
客
様
が

来
店
し
、
さ

ら
に
会
話
に

シ

リ

ー

ズ 

（20） 

売
の
基
本
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
と
言
う
が
ま
さ
し
く
そ
の

通
り
だ
。 

 

そ
れ
で
も
最
近
は
、
将
来
を
考

解
し
て
く
れ
て
お
り
、
社
員
が
成

長
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
感

じ
た
。
考
え
て
い
た
以
上
に
、
社

員
の
底
力
を
見
た
と
い
う
思
い
が

し
た
と
話
す
。 

 

 

会
社
の
方
針
は
、
フ
ァ
ロ
ン
か

ら
一
つ
で
も
多
く
の
「
笑
顔
」
を

創
り
出
す
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
笑

顔
を
忘
れ
ず
率
先
垂
範
し
、
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
新
し
い
感

動
を
見
つ
け
出
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。 

【
取
材:

小
西
正
行 
広
報
・
情
報

化
委
員
】 

 

東
日
本
大
震
災
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
責
任

者
か
ら
「
婦
人
服
は
専
門
店
に
か

な
わ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
ど
う

い
う
意
味
が
わ
か
ら
ず
聞
い
て
み

る
と
、
「
欧
州
な
ど
歴
史
の
あ
る

都
市
で
は
婦
人
服
に
関
し
て
一
流

と
言
わ
れ
る
の
は
常
に
専
門
店
で

あ
り
、
百
貨
店
な
ど
は
二
流
と
言

わ
れ
て
い
る
」
と
。
世
界
の
三
大

商
業
都
市
と
言
わ
れ
て
い
る
パ

リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
銀
座
な
ど

で
は
、
い
わ
ゆ
る
上
流
ク
ラ
ス
の

消
費
者
は
専
門
店
を
訪
ね
る
と
い

う
。
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
に
、
ま

だ
ま
だ
自
分
に
も
出
来
る
こ
と
が

 

三
月
六
日
（
水
）
、
ホ
テ
ル
福

島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
、
東
日
本

大
震
災
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
全
国
か
ら
約
二
百
三
十
名
が

参
加
し
た
。
基
調
講
演
は
「
原
発

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
と
し
て
、

福
島
大
学
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま

未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の
山
川
充

夫
氏
が
講
演
し
た
。
そ
の
後
、
被

災
地
で
の
企
業
再
生
の
報
告
と
し

て
、
岩
手:

河
野
通
洋
・(

株)

八
木

澤
商
店 

代
表
取
締
役
、
宮
城:

清

水
敏
也
・(

株)

八
葉
水 

代
表
取

締
役
、
福
島:

菊
地
逸
夫
・(

株)

キ

ク
チ 

代
表
取
締
役
が
報
告
し
、

続
い
て
「
被
災
地
企
業
の
実
態
・

要
望
調
査
」
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

 

石
川
か
ら
は
松
永
日
出
男
会
員

と
宮
本
美
奈
子
会
員
が
参
加
し
、

宮
本
会
員
は
「
こ
の
実
状
を
正
し

く
多
く
の
人
に
広
げ
、
震
災
の
教

訓
を
共
有
し
て
、
自
社
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
強
い
体
制
作
り
が
重
要
だ

と
感
じ
た
」
と
感
想
を
話
し
た
。 

震
災
を
教
訓
に
強
い
体
制
を 

え
た
場
合
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
と
悩
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
時
、

あ
る
会
合
で
百
貨
店
や
大
型

花
が
咲
く
。
高
級
店
と
い
う
と
静

か
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
フ
ァ

ロ
ン
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賑
や

か
な
雰
囲
気
だ
。
半
日
く
ら
い
店



くし家  
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商
空
間
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
展
開
す
る
㈱

ｅ
ｒ
。
物
件
開
発
、
店
舗

デ
ザ
イ
ン
、
施
工
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
、
そ
の
言
葉
ど

お
り
に
様
々
な
手
法
を
用

い
て
お
客
様
の
店
舗
価
値

を
上
げ
る
こ
と
を
追
求
し

て
い
る
。
通
常
の
営
業
ス

中
で
社
員
が
自
ら
育
っ
て
い
く
事

を
大
切
に
し
て
い
る
。 

 

現
在
店
舗
を
造
る
だ
け
で
は
な

く
、
教
育
面
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
図
れ
る
よ
う
に
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
繁
盛
店
へ
の
道
と
い
う
活

動
に
参
画
し
飲
食
店
ス
タ
ッ
フ
の

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
県
外
で
活
躍
し

て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
招

き
、
お
客
様
や
社
員
が
共
に
学
ぶ

場
の
創
造
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

過
去
二
回
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

人
数
は
述
べ
三
百
名
。
人
と
人
、

ア
イ
デ
ィ
ア
と
ス
キ
ル
を
繋
ぎ
、

接
客
技
術
向
上
に
貢
献
す
る
Ｓ
１

サ
ー
バ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
の
地
区
運

営
な
ど
も
手
が
け
る
。
こ
う
し
た

地
域
と
の
接
点
は
、
活
動
を
通
じ
て

社
員
の
育
成
に
も
役
立
っ
て
い
る
。 

 

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
毎
月

新
た
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
ご
縁
を
豊
か

に
育
む
。
繁
盛
店
創
り
を
支
援
す

る
事
で
お
客
様
、
社
員
と
共
に
会

社
も
成
長
す
る
仕
組
み
を
生
み
出

し
て
い
る
。
【
取
材:
多
田
英
人

会
員
（
次
期
広
報
委
員
）
】 

タ
イ
ル
以
外
に
も
社
員
一
人
一
人

が
考
え
て
行
動
で
き
る
様
々
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
て
進
め

る
。
開
発
提
案
な
ど
の
営
業
の
醍

醐
味
や
、
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で

は
、
店
舗
設
計
監
修
担
当
と
い
う

立
場
で
設
計
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
得
意

分
野
を
活
か
せ
る
。
少

数
の
特
性
を
生
か
し
社

員
の
ス
キ
ル
を
幅
広
く
活
用
。
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
と
し
て
活
躍

で
き
る
環
境
が
あ
る
。
経
験
値
の

中
で
こ
な
す
業
務
以
外
に
も
未
経

験
分
野
を
自
ら
が
開
拓
し
組
織
の

㈱ｅｒ 社長 鶴来 建志 会員 

（10） 

 

次
期
障
が
い
者
問
題
委
員
会
で

は
、
三
月
七
日
（
木
）
に
障
が
い

者
の
雇
用
状
況
を
見
学
す
る
目
的

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
）
創
裕
会
（
浦
嶋
裕
靖

会
員
）
と
七
宝
商
事
（
化
生
英
夫

会
員
）
の
関
連
会
社
と
共
に
共
同

出
資
し
た
、
㈱
エ
フ
ピ
コ
を
見
学

し
た
。 

 

創
裕
会
で
は
身
体
障
が
い
者
、

知
的
障
が
い
者
が
、
の
び
の
び
と

働
く
様
子
を
見
学
し
た
。
作
業
内

容
は
、
工
場
な
ど
で
使
用
さ
れ
る

ウ
エ
ス
の
製
作
で
、
本
人
た
ち
の

能
力
に
応
じ
て
、
工
程
を
分
割

し
、
出
来
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
た
。
エ
フ
ピ
コ
で
は
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
使
わ
れ

る
容
器
ト
レ
ー
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
食
品
ト

 

経
営
学
部
で
は
、
三
月
一
六
日

（
土
）
湯
涌
温
泉
さ
か
え
や
で
経

営
指
針
実
践
で
の
課
題
討
論
会
を

行
い
、
十
七
名
の
参
加
者
で
熱
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。 

 

討
論
テ
ー
マ
は
「
代
表
者
で
な

い
立
場
で
の
指
針
の
取
り
組
み
」

「
指
針
の
実
践
や
取
り
組
み
で
の

失
敗
、
成
功
事
例
」
だ
っ
た
。
経

営
指
針
の
取
り
組
み
や
実
践
を
通

し
て
各
自
の
課
題
を
発
表
し
、
参

加
者
皆
で
解
決
策
を
提
案
し
た

り
、
過
去
に
同
じ
失
敗
を
し
た
事

例
を
上
げ
た
り
と
本
音
で
話
し

合
っ
た
。
討
論
が
進
む
に
つ
れ
経

営
指
針
だ
け
で
は
な
く
、
社
員
共

育
、
共
同
求
人
に
絡
ん
だ
話
に

な
っ
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
三
位
一
体
の
委

員
会
で
今
回
の
よ
う
な
討
論
会
を

開
い
て
欲
し
い
、
今
後
も
定
期
的

に
開
く
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
が
出
た
。 

経
営
学
部 

課
題
討
論
会 

レ
ー
を
所
定
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
集
め
た
も
の
を
、
色
物
、
汚

れ
、
不
適
格
品
な
ど
を
分
別
し
再

利
用
す
る
材
料
に
す
る
工
程
を
障

が
い
者
た
ち
が
行
っ
て
い
た
。
社

会
福
祉
法
人
ひ
ろ
び
ろ
福
祉
会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ひ
な
げ
し
に
業

務
委
託
し
、
利
用
者
が
約
十
名
作

業
し
て
い
る
。
作
業
は
分
別
作
業

な
の
で
か
な
り
の
集
中
力
が
い
る

が
、
皆
勤
労
意
欲
を
持
ち
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
た
。 

 

化
生
会
員
は
「
健
常
の
方
も
障

が
い
の
方
に
も
、
経
営
者
と
し
て

雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
」
と
話
す
。
障
が
い
を
持
っ

て
い
て
も
、
働
け
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
雇
用
が
あ
れ
ば
、
皆
が
の

び
の
び
と
生
き
生
き
と
働
く
こ
と

が
出
来
る
。
そ
う
い
う
様
子
が
見

学
で
き
た
。 

 

委
員
会
で
は
、
障
が
い
者
理
解

を
も
っ
と
勧
め
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
経
営

者
と
し
て
、
何
が
出
来
る
の
か
？

何
を
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
？
多

く
の
経
営
者
と
共
に
考
え
て
い
き

た
い
。
正
規
雇
用
す
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
パ
ー
ト
雇
用
や
障
が

い
者
作
業
施
設
に
仕
事
を
お
願
い

す
る
こ
と
や
雇
用
制
度
の
提
言
な

ど
も
ひ
と
つ
だ
。
ま
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
住
宅
の
設
計
や
推
奨
、
障
が

い
者
が
使
い
勝
手
の
良
い
商
品
の

開
発
な
ど
も
あ
る
。
色
々
な
面
か

ら
、
障
が
い
者
理
解
を
勧
め
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

次期障がい者 
問題委員会 

写真掲載にあたりご本人の了解をとっています 

解
決
策
や
失
敗
な
ど
本
音
で 
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■例会参加人数一覧（人） 

 

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
最
近

企
業
理
念
を
作
成
し
た
。
社
員
と
話

し
合
い
、
経
営
者
、
生
産
者
、
販
売

者
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
べ
き
規
範
を
文

言
に
し
確
認
し
合
っ
た
。
二
つ
の
方

針
を
掲
げ
、
一
つ
は
当
時
の
文
献
を

参
考
に
し
た
江
戸
時
代
の
柚
餅
子
を

復
元
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
柚
餅

子
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
発
掘
、
海
外
展

開
。
チ
ー
ズ
や
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と

組
み
合
わ
せ
る
等
こ
れ
ま
で
に
な
い

発
想
で
、
実
際
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
ソ
ー
ス
に
混
ぜ
利
用

さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
代
で
創
業
百

年
を
迎
え
た
こ
と
を
起
点
に
、
一
か

ら
始
め
る
つ
も
り
で
経
営
に
取
り
組

み
、
柚
餅
子
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。 

「これまでにない発想で海外展開」 
講師：中浦 政克 氏 

㈱柚餅子総本家中浦屋 社長 

人数／ 
支部 

会員数 自支部 社員 他支部 オブ 合計 
支部 

参加率 

総参 

加率 

のと 37 13 1 1 1 16 35％ 43％ 

北金沢 77 18 0 8 2 28 23％ 36％ 

金沢駅西 88 37 1 1 0 42％ 44％ 39 

金沢中央 52 19 0 0 37％ 0 19 37％ 

金沢南 101 49 3 9 0 61 49％ 60％ 

はくさん 49 16 2 4 7 29 33％ 59％ 

南かが 34 17 0 0 0 17 50％ 50％ 

合計 438 1691 7 23 10 209 39％ 48％ 

 

今
年
で
創

業
百
三
年
を

迎
え
、
自
分

は
三
代
目
。

高
校
卒
業
と

「地元の強みが自社の強み、“北陸が誇れる鶏肉の産出を”」 
報告者：河内 勇二 会員 

 ㈱河内物産 社長 

 

父

、

兄
、
自
分

と
経
営
者

が
何
人
も

い
て
、
そ

の
会
社
を
ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
て
い

き
た
い
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
か
っ

た
か
ら
で
、
未
来
が
無
い
か
ら
、
現
状

に
一
喜
一
憂
す
る
。
未
来
が
無
い
か

ら
、
過
去
の
実
績
に
す
が
り
つ
く
し
か

で
き
な
い
。
未
来
が
無
い
か
ら
、
各
社

員
が
居
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ
守
る
た
め
に

各
自
の
狭
い
価
値
観
を
互
い
に
押
し
付

け
、
自
ら
の
居
場
所
を
守
ろ
う
と
す

る
。
こ
れ
を
考
え
る
と
ビ
ジ
ョ
ン
は
大

事
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。 

 

自
社
の
強
み
と
顧
客
の
思
い
を
近
づ

け
る
こ
と
で
あ
り
、
地
元
の
強
み
が
自

社
の
強
み
で
あ
る
と
思
っ
た
。
顧
客
の

ニ
ー
ズ
は
地
元
産
の
鶏
肉
で
あ
っ
た

が
、
地
元
に
は
鶏
肉
飼
育
農
家
が
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
地
元
産
鶏
肉
を

自
ら
が
作
っ
て
い
け
ば
、
顧
客
の
要
望

に
も
応
え
る
こ
と
が
出
来
て
、
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
事
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
当
時
の
幹

部
に
そ
の
夢
を
伝
え
て
い
っ
た
。
す
る

と
、
幹
部
の
目
の
色
が
変
わ
っ
て
い
く

の
が
分
か
っ
た
。
幹
部
同
士
で
夢
を
語

る
よ
う
に
な
り
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。 

 

最
近
気
付
い
た
こ
と
は
、
社
員
に
夢

を
伝
え
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
が
、

夢
の
内
容
が
最
終
的
に
誰
に
対
し
て
の

夢
な
の
か
が
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ

た
。
最
終
的
な
目
的
地
を
売
上
げ
や
利

益
と
す
る
と
、
社
員
か
ら
す
れ
ば
結
局

は
経
営
者
の
た
め
と
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
自
社
で
は
「
地
元
北
陸
が
誇

れ
る
鶏
肉
の
産
出
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
た
。 

れ
ぞ
れ
が
別
方
向
を
向
い
て
い
た
ら
社

員
が
ど
ち
ら
を
向
け
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
経
営
者
を
一
人

に
す
る
こ
と
で
自
然
と
ベ
ク
ト
ル
が

あ
っ
て
上
手
く
進
む
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
が
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。 

 

銀
行
主
催
の
温
泉
で
の
親
睦
会
で
、

た
ま
た
ま
同
じ
部
屋
に
な
っ
た
社
長
に

悩
み
を
打
ち
明
け
て
み
る
と
、
社
長
の

心
が
問
題
だ
と
指
摘
さ
れ
た
。
自
分
で

も
ま
さ
か
と
否
定
し
な
が
ら
も
、
厳
密

に
は
そ
れ
を
認
め
る
と
自
分
が
否
定
さ

れ
る
よ
う
で
怖
か
っ
た
と
い
う
の
が
本

音
で
あ
る
。
常
務
だ
っ
た
頃
は
後
ろ
に

は
社
長
が
い
た
が
、
自
分
が
社
長
に

な
っ
た
時
点
で
後
ろ
に
は
誰
も
い
な

い
。
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
と
追
い
つ

め
ら
れ
る
よ
う
に
行
動
し
始
め
た
。 

 

最
大
の
原
因
は
、
経
営
者
が
今
後
こ

同
時
に
菓
子
職
人
の
下
三
年
修
行
し
た

後
、
中
浦
屋
へ
戻
り
後
を
継
い
だ
。 

 

輪
島
は
年
間
七
百
人
ほ
ど
減
っ
て
い

る
過
疎
地
、
そ
こ
で
生
き
残
っ
て
い
く

た
め
の
方
法
を
日
々
模
索
し
て
い
る

が
、
同
じ
能
登
地
方
と
し
て
、
七
尾
含

め
連
携
手
段
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

中
浦
屋
の
柚
餅
子
の
原
点
は
江
戸
時

代
。
輪
島
塗
の
行
商
が
地
方
か
ら
製
造

方
法
を
聞
き
輪
島
に
持
ち
帰
っ
て
製

造
。
日
持
ち
す
る
柚
餅
子
は
行
商
の
客

先
へ
の
土
産
に
重
宝
さ
れ
広
ま
っ
た
。 
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に
こ
の
会
社
は
潰
さ
せ
な
い
」
と
断

言
し
た
。
今
か
ら
思
う
と
悪
く
な
っ
た

の
は
自
分
の
責
任
で
、
乗
り
越
え
ら
れ

た
の
は
社
員
の
お
陰
だ
。
社
員
が
本
気

で
立
て
直
そ
う
と
思
い
、
こ
の
時
初
め

て
経
営
理
念
が
働
い
た
。
同
友
会
に
い

な
か
っ
た
ら
潰
れ
て
い
た
と
思
う
。 

 

人
間
を
左
右
す
る
力
は
他
に
も
あ

る
。
テ
ー
マ
の
「
魂
」
と
は
経
営
指

針
に
本
気
に
な
る
こ
と
。
あ
と
は
因

果
応
報
を
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
。 

 

潰
さ
な
い
経
営
の
た
め
に
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
社

員
は
会
社
に
誇
り
を
持
っ
て
く
れ
て

い
る
。
急
激
に
会
社
を
伸
ば
す
の
で

は
な
く
、
少
し
ず
つ
年
輪
経
営
を
目

指
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。 

「魂、経営指針に本気になる」 
報告者：金谷 道憲 会員 

㈱シィー・プランニング 社長 

 

平
成
元
年
に
同
友
会
入
会
。
以
来
二

十
四
年
間
理
事
を
し
て
い
る
。
自
分
で

描
い
た
家
を
建
て
る
の
が
夢
で
、
経
営

指
針
の
目
的
に
向
か
っ
て
や
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
十
歳
年

上
の
人
が
入
社
し
専
務
に
す
る
と
、
土

地
を
買
っ
て
分
譲
し
て
プ
ラ
ン
を
付
け

て
売
る
や
り
方
で
、
売
上
は
十
四
億
に

な
っ
た
が
、
利
益
は
全
く
出
せ
な
か
っ

た
。
リ
ー
マ
ン
と
姉
歯
事
件
で
売
上
は

半
分
に
な
り
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
。

顧
問
税
理
士
に
相
談
に
行
く
と
専
務
に

向
か
っ
て
「
君
が
辞
め
れ
ば
い
い
」
と

言
っ
た
。
結
局
、
専
務
と
は
や
り
た
い

こ
と
が
違
っ
て
い
た
の
で
、
専
務
は
辞

め
、
次
い
で
経
理
も
辞
め
て
い
っ
た
。

そ
の
夜
の
全
体
会
議
で
社
員
に
「
絶
対

 

た
。
教
室
で
感
じ
る
の
は
若
い
人
の

や
る
気
や
責
任
感
の
な
さ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人
が
目
立

つ
こ
と
。
企
業
理
念
に
「
飽
く
な
き

挑
戦
」
を
掲
げ
、
新
製
品
開
発
に
も

取
り
組
む
。
車
両
進
入
防
止
簡
易

ゲ
ー
ト
で
は
小
松
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定

を
受
け
た
。
そ
の
他
、
回
覧
ボ
ッ
ク

ス
の
発
明
や
植
物
プ
ラ
ン
ト
を
家
庭

用
、
観
賞
用
に
開
発
し
た
。
最
近
は

社
会
に
役
に
立
つ
会
社
と
は
何
か
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
企
業
の
目

的
の
一
番
目
に
社
員
と
そ
の
家
族
」
と

い
う
坂
本
光
司
先
生
の
同
友
会
で
の

講
演
に
共
感
し
た
。
ひ
た
む
き
に
真

面
目
に
仕
事
を
す
る
。
そ
し
て
経
営

者
の
仕
事
は
悩
む
こ
と
だ
と
思
う
。 

「飽くなき挑戦を経営理念に」 
報告者：西出 稔 会員 

㈲明峰電機 社長 

 

三
十
歳
で

起
業
。
毎
晩

二
時
、
三
時

ま
で
働
き
、

休
み
に
子
供  

 

プ
レ
ゼ

ン
と
は
な

ん
だ
ろ
う

か
？
田
村

氏
に
よ
れ

「プレゼンとは心を動かすこと」 
講師：田村 隆 氏  

 ㈲タムラデザイン 社長 

ナ
ー
中
に
は
イ
タ
ズ
ラ
心
や
笑
い
も
ふ

ん
だ
ん
に
あ
り
、
心
か
ら
楽
し
む
こ
と

の
中
に
こ
そ
た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ
っ

た
。
こ
う
や
っ
て
多
く
の
人
の
心
を
ど

ん
ど
ん
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
経
営

者
の
ス
キ
ル
の
一
つ
で
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。 

 

 

論
会
＆
社
長
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
撮
影

会
」
と
し
て
、
橋
本
写
真
館
で
、
各

社
で
や
っ
て
い
る
販
売
促
進
に
つ
い

て
、
テ
ー
ブ
ル
討
論
方
式
で
話
し

合
っ
た
。
そ
の
後
、
ｗ
ｅ
ｂ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
に
も
、
社
長
の
顔
写
真

を
出
し
て
い
く
こ
と
は
ト
ッ
プ
の
決

意
を
示
す
一
つ
の
手
段
だ
と
い
う
こ

と
で
、
希
望
者
を
撮
影
・
修
正
し
、

デ
ー
タ
ー
を
お
土
産
と
し
た
。 

 

◆
宮
本
グ
ル
ー
プ
…
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
に
て
、
寺
井
江
美
子
会
員

に
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
い
う
観
点

か
ら
、
宮
本
美
奈
子
会
員
に
は
医
療

の
観
点
か
ら
話
し
て
も
ら
い
、
経
営

者
に
と
っ
て
の
「
健
康
」
に
つ
い
て

共
に
学
ぶ
場
と
し
た
。 

 

◆
五
味
グ
ル
ー
プ
…
企
業
訪
問
例
会

と
し
て
、
玉
田
工
業
㈱
を
見
学
し
て
、

全
国
的
に
企
業
業
績
が
悪
化
し
て
い
る

中
、
大
変
な
企
業
努
力
、
工
夫
で
空
前

の
利
益
を
出
し
て
い
る
取
り
組
み
を
聞

き
、
私
た
ち
の
企
業
が
そ
れ
に
対
し
て

何
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
か
を

学
ん
だ
。 

 

◆
徳
木
グ
ル
ー
プ
…
「
覚
悟
の
違

い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
キ
ャ
ナ
リ
イ
・

ロ
ウ
に
て
、
後
継
者
と
社
長
が
二
手
に

分
か
れ
、
テ
ー
マ
に
基
づ
き
討
論
し

た
。
青
年
経
営
者
が
多
い
分
、
先
輩
会

員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な
が
ら
、
覚

悟
の
違
い
、
今
現
状
に
置
か
れ
て
い
る

問
題
に
よ
る
気
づ
き
が
得
ら
れ
た
。 

 

◆
橋
本
グ
ル
ー
プ
…
「
販
売
促
進
討

【五味グループ】２月２０日（水） 
【徳木グループ】２月２１日（木） 
【橋本グループ】２月１９日（火） 
【宮本グループ】２月 ６日（水）  

ば
そ
れ
は
「
心
を
動
か
す
」
こ
と
だ
と

い
う
。
さ
て
、
で
は
は
た
し
て
「
心
」

に
は
重
量
が
あ
る
の
か
？
そ
ん
な
問
い

か
ら
始
ま
り
、
プ
レ
ゼ
ン
大
学
で
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
上
手
に
使
っ
て

大
き
く
心
を
動
か
す
コ
ツ
を
学
ん
だ
。

「
プ
レ
ゼ
ン
」
と
い
う
こ
と
を
通
し

て
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
一
人
ひ
と
り

が
、
心
が
動
く
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
も
っ
と
豊
か
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
セ
ミ

か
ら
「
お
父
さ
ん
久
し
ぶ
り
」
と
言
わ

れ
る
位
だ
っ
た
。
現
在
は
明
峰
電
機
に

加
え
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
三
社
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
。
明

峰
電
機
は
生
産
機
械
の
制
御
か
ら
管
理

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
手
掛

け
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
急
激
に

落
ち
込
む
が
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
カ

バ
ー
。
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
公
共
職
業
訓

練
実
施
校
と
し
て
景
気
が
悪
い
と
儲
か

る
業
種
。
緊
急
雇
用
対
策
で
は
年
間
二

千
名
が
学
び
、
地
域
に
も
貢
献
で
き

グループ例会 
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を
学
ん
だ
と
言
う
。
同
講
演
会
は

十
回
目
と
な
り
、
関
係
者
は
次
の

十
年
に
向
け
て
新
た
な
思
い
で
意

気
込
み
を
見
せ
て
い
た
。 

 

○
…
㈱
大
沢
米
穀
（
大
沢
俊
夫
会

員
）
が
所
属
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
世
界
の
砂
漠
を
緑
で
包
む
会
」

で
は
、
三
月
三
日
（
日
）
十
三
時

三
十
分
～
十
五
時
三
十
分
ま
で
石

川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

新
春
緑
化
講
演
会
「
世
界
の
里

山
・
里
海
」
～
生
物
多
様
性
の
宝

庫 

里
山
・
里
海
～
を
開
催
し

た
。 

 

講
師
の
金
沢
大
学
大
学
院
人
間

社
会
環
境
研
究
科
准
教
授
・
香
坂

玲
氏
は
生
物
多
様
性
と
私
た
ち
、

地
域
が
生
き
残
る
た
め
の
知
恵
と

工
夫
な
ど
命
の
連
鎖
に
つ
い
て
講

演
し
た
。
同
・
包
む
会
の
会
員
や

市
民
な
ど
約
八
十
名
が
参
加
し
て

学
び
合
っ
た
。
物
を
購
入
す
る
段

階
で
、
買
う
物
に
気
を
配
る
こ

と
、
環
境
に
配
慮
し
て
買
う
こ
と

 

○
…
喜
多
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈱
（
喜

多
計
世
会
員
）
で
は
、
二
月
十
六

日
（
土
）
・
十
七
日
（
日
）
の
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
「
来

年
の
冬
こ
そ
、
ぽ
か
ぽ
か
暮
ら
そ

う
」
と
銘
打
ち
、
リ
フ
ォ
ー
ム

フ
ェ
ア
を
全
店
で
開
催
し
た
。 

 

新
聞
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
断

熱
材
セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
の

実
験
や
複
層
サ
ッ
シ
で
気
密
力
を

ア
ッ
プ
す
る
提
案
、
窓
か
ら
の
冷

気
を
三
五
％
カ
ッ
ト
す
る
空
気
層

を
持
つ
ハ
ニ
カ
ム
構
造
の
断
熱
ブ

ラ
イ
ン
ド
な
ど
を
紹
介
し
た
。 

 

訪
れ
た
人
は
実
験
の
屋
根
を

触
っ
て
、
新
聞
紙
リ
サ
イ
ク
ル
断

熱
材
を
入
れ
た
屋
根
と
断
熱
材
な

し
の
屋
根
の
断
熱
効
果
の
違
い
に

驚
い
て
い
た
。
ハ
ニ
カ
ム
ブ
ラ
イ

ン
ド
を
見
て
「
こ
う
す
れ
ば
大
掛

か
り
な
工
事
を
し
な
く
て
も
簡
単

に
暖
か
く
暮
ら
せ
る
」
と
空
気
を

活
用
す
る
発
想
に
頷
い
て
い
た
。 

で
も
ら
い
た
い
。
新
住
所
は
金
沢

市
湊
三
丁
目
六
二
。
電
話
〇
七
六

―
二
三
八
―
九
三
〇
〇
番
。 

 

○
…
黒
崎
産
業
㈱
（
黒
崎
嘉
之
会

員
）
で
は
、
四
月
初
旬
に
中
古
ビ

ル
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
新
事

務
所
に
移
転
す
る
。 

 

同
社
は
石
油
石
炭
等
の
事
業
か

ら
創
業
し
、
現
在
は
ア
イ
カ
工
業

の
建
築
内
装
材
料
を
メ
イ
ン
に
し

て
い
る
。
今
回
の
新
事
務
所
移
転

は
、
業
務
拡
張
に
伴
い
、
現
社
屋

が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
リ

フ
ォ
ー
ム
と
い
っ
た
こ
と
を
も
っ

と
推
し
進
め
て
い
く
か
ら
で
あ

る
。
一
階
に
は
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

の
家
具
や
建
材
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を

作
り
、
二
階
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
や
空
間
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

提
案
を
考
え
て
い
る
。
三
階
を
事

務
所
と
し
た
。 

 

今
後
の
展
開
と
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
の
販
売
や

他
社
に
な
い
家
具
の
提
案
も
考
え

て
い
る
。
四
月
末
に
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い

る
の
で
、
是
非
気
軽
に
足
を
運
ん

 

経
営
指
針
研
究
会
「
ザ
・
コ
ン

パ
ス
」
の
定
例
会
（
納
会
）
が
三

月
八
日
（
金
）
、
近
江
町
い
ち
ば

館
で
行
わ
れ
、
六
名
が
参
加
し

た
。 

 

来
期
を
睨
み
「
挑
戦
」
と
題
し

て
座
談
会
を
行
い
、
各
社
の
新
た

な
戦
略
や
ノ
ウ
ハ
ウ
作
り
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た
。
ま
た
、
企
業

と
し
て
の
社
会
貢
献
と
し
て
、
買

い
物
弱
者
へ
の
対
応
策
や
高
齢
者

雇
用
に
つ
い
て
議
論
し
た
。 

 

シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
二

〇
一
三
年
度
の
総
会
が
三
月
十
五

日
（
金
）
キ
ャ
ッ
ス
ル
イ
ン
金
沢

で
行
わ
れ
事
業
計
画
や
予
算
な
ど

承
認
し
た
。
会
長
は
八
田
会
員
が

再
任
と
な
っ
た
。 

介
護
業
向
け
奨
励
金
解
説 

シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
総
会 

ザ
・コ
ン
パ
ス
定
例
会 

 

基
調
講
演
は
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド

㈱
の
池
田
東
史
雄
氏
が
介
護
業
界

向
け
の
助
成
金
・
奨
励
金
を
解
説

し
た
。
正
規
雇
用
労
働
者
育
成
支

援
奨
励
金
で
は
、
健
康
、
環
境
、

農
林
漁
業
分
野
等
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
事
業
主
が
正
規
雇
用
労
働

者
に
対
し
職
業
訓
練
（
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―

Ｊ
Ｔ
）
を
行
っ
た
場
合
、
一
訓
練

に
つ
き
一
人
二
十
万
円
、
一
事
業

所
五
百
万
円
を
限
度
に
支
給
さ
れ

る
。
ま
た
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

育
成
支
援
奨
励
金
や
、
介
護
労
働

環
境
向
上
奨
励
金
な
ど
も
紹
介
さ

れ
た
。
人
材
不
足
や
人
材
育
成
が

課
題
の
介
護
業
界
に
と
っ
て
活

用
、
利
用
度
の
高
い
内
容
だ
っ
た

だ
け
に
、
参
加
者
は
質
問
し
な
が

ら
興
味
深
く
聞
き
い
っ
て
い
た
。 
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た
。
そ
の
悔
し
い
思
い
を
し
た
反

面
、
同
友
会
の
魅
力
に
も
取
り
つ

か
れ
、
「
同
友
会
理
念
」
や
「
三

位
一
体
の
経
営
」
に
つ
い
て
と
こ

と
ん
追
求
し
て
学
ん
だ
。 

 

同
友
会
運
動
に
よ
っ
て
、
様
々

な
エ
リ
ア
の
人
脈
も
で
き
た
。
経

営
に
お
い
て
は
、
当
時
ア
パ
ー
ト

建
設
が
伸
び
悩
み
始
め
て
お
り
、

同
友
会
の
仲
間
の
お
か
げ
で
、
高

齢
者
施
設
に
い
ち
早
く
シ
フ
ト
し

て
特
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
で

は
売
上
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。

同
友
会
の
存
在
価
値
は
自
社
の
経

営
に
と
っ
て
必
要
だ
。
た
だ
、
同

友
会
に
商
売
目
的
で
入
会
す
る
と

継
続
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
手
段

で
あ
っ
て
も
目
的
で
は
な
い
。
自

分
の
想
い
は
「
関
わ
る
全
て
の
人

が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
こ
と
」
。 

 

現
在
は
、
全
国
の
中
同
協
青
年

部
連
絡
会
副
代
表
を
務
め
る
。

「
全
国
で
は
、
石
川
同
友
会
と
い

う
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
う

責
任
を
持
っ
て
や
っ
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
人
な
ら
で
は
の
誇
り
と

思
い
や
り
を
も
っ
て
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
話
す
。 

 

「
地
域
を
良
く
す
る
為
に
は
、

同
友
会
運
動
は
不
可
欠
だ
！
」
と

話
す
の
は
、
拓
建
ホ
ー
ム
の
山
下

会
員
。
同
友
会
入
会
後
、
今
ま
で

「
力
が
正
義
」
と
思
う
自
分
の
考

㈱拓建ホーム 取締役部長  

 山下 勝巳 会員 

知
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
質
問
さ

れ
て
も
答
え
ら
れ
な
い
自
分
が
い

2016青全交(石川)2000人参加へ 

太陽めがね 

2012年度3月-現新合同理事会 2013年3月6日（水）
13：30～15：00 金沢異業種研修会館 
出席：32名＋代理3名、欠席：11名、事務局5名 
■議事録 
 議長：金谷 議事録署名人：山下 敬称略 議事
録作成：建部 
【報告事項】 理事会報告 

【3】共同求人委員会 【4】経営学部 【5】研修学部 
【6】教養学部 【7】青年部会 【8】事務局 
※上記、紙面の都合上割愛 
【審議事項】 
【1】新入会員の入会承認  承認月2013年3月（入会月2013年3月） 
  1．金沢駅西 宮本Ｇ 宮下光信／宮下印刷㈱／代表取締 推薦者：
玉田／魏 【承認】上記1名の新入会員を承認    
【2】年度末退会者の承認 〔資料：退会届者一覧〕 
【承認】別紙退会届者一覧の20名の退会を承認した 
  ※3月理事会承認会員数  419名＝438＋１-20 
【3】支部異動の承認 
 ＜異動希望会員＞ 承認月2013年3月 
 現支部→異動希望支部 氏名              理由 
  1．北金沢 金沢駅西 青木寛     支部例会の定例日 
  2．北金沢 金沢駅西  勝泉茂伸    推薦者の所属支部 
  3．北金沢 金沢駅西 勝﨑由紀    推薦者の所属支部 
  4．北金沢 金沢駅西 河原直樹 企業・営業所所在地、営業エリア 
  5．北金沢 金沢城南 竹原慶子    営業エリア 
  6．北金沢 金沢駅西 松本久美子  営業エリア、支部例会定例日 
  7．金沢駅西 金沢中央 飯山晄朗   企業・営業所の所在地 
  8．金沢南 金沢駅西 黒崎嘉之    企業・営業所の所在地 
  9．はくさん 金沢中央 高柳俊也   企業・営業所の所在地 
【承認】上記9名の会員の支部異動を承認した 
【協議事項】 ＊2013年度方針案 〔資料：方針案〕 
   別紙2013年度 事業活動の方針案を基に説明。本案の質疑は個別
に行う。４月理事会で最終承認を取る。 
   指針成文化の根拠については経営学部でアンケートを実施中、3
月末までにまとめる。 
 ＊2013年度予算案 〔資料：仮予算、37期ＢＳ〕 
   全体案と事業特別積立金会計からの繰り入れについて 
   2013年度予算案の予備費がマイナス13万円になること（赤字予
算）について 
 【承認】事業特別積立金会計から一般会計に財政出動し、2013年度
予算の予備費を100万円計上する。 
※承認までの協議要旨一部割愛 
 ■次回日程：4月3日（水）13：30～会場は未定 

【1】四役会 
 ＊第38回定時総会の進捗 ４月26日（金）15：00～20：00 金沢エク
セルホテル東急 基調講演 講師：藤原義春氏 ㈱藤原電子工業 代
表取締役（大阪同友会 南東ブロック長） 
 ＊相談役・顧問の委嘱について 
   相談役に、従前の朝倉、喜多、久保、後出、本城元代表理事に
加え玉田前代表理事に依頼 
   顧問に、岩田靖夫氏、北潟 克輔氏（2012年度の継続）を委嘱 
 ＊青全交に向けて 
 【承認】青全交実行委員長を山下 勝巳会員（現 中同協青年部
連絡会副代表）とすることを承認した。 
 ＊支部合併に伴う支部名称の変更 
   新支部は北金沢＋金沢中央→『金沢中央支部』／金沢南＋はく
さん→『金沢城南支部』 
  『金沢駅西支部』は変更なし。のと支部、南かが支部は漢字表
記で『能登支部』『南加賀支部』とする。 
【2】総務財務委員会 〔資料：四半期決算報告書〕                                   
 ＊月次決算報告 
   収入：想定通りに推移している。支出：金沢南72,000円は12月
行事分、臨時総会会場費は予備費支出。 
 ＊追加予算要望について 
   2012年度会計より以下３点拠出について 
   ①金沢南支部：不足分13,000円を拠出 ②新理事研修会175,810円
を拠出 ③中日本ブロック事務局研修（三重）へ若手事務局員２
名と事務局長が参加 100,460円を拠出 
   ※新理事研修会については研修学部で予算計上があったが運営
主体が変わったため新たに要望したもの。 
 【承認】上記3点の追加予算申請を承認した。（①は活動助成
費、②③は予備費） 

 

山
下
会
員
は
、
二
〇

一
六
年
石
川
で
開
催
さ

れ
る
青
年
経
営
者
全
国

交
流
会
の
実
行
委
員
長

を
務
め
、
二
千
人
の
参

加
を
目
指
す
。 

【
取
材:

徳
木
忠
美 

広

報
・
情
報
化
委
員
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え
が
、
青
年
部
北
陸
三
県
合
同

例
会
で
玉
砕
さ
れ
た
と
い
う
。

当
時
、
富
山
の
会
員
の
一
言

で
、
自
分
の
考
え
の
常
識
が
覆

さ
れ
、
同
世
代
の
仲
間
に
言
わ

れ
た
言
葉
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

た
。
ま
た
「
人
を
生
か
す
経

営
」
（
労
使
見
解
）
の
存
在
を
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①会社名 ②役職 

③所在地 ④電話 

⑤ＦＡＸ ⑥ＵＲＬ 

⑦E-mail ⑧支部名 

⑨グループ名 

⑩第一推薦者 

⑪事業内容 

この会報は再生紙を使用しています 

☆3月会員数☆ 
全国42,756名 
（中同協3/1報告）  
石川同友会  

419名（3/6理事会） 

 1人で悩まないで！！             <担当:総務財務委員会> 

     同友会には専門家が多数在籍しています。 
     経営課題や悩みを相談できます。 
     お気軽にお問い合わせ下さい。 

 ※会員弁護士への法律相談に関しては初回相談料５,０００円(内2,000円を会より補助／初回のみ）。  

 ▽お問い合わせは同友会事務局 ℡ ０７６-２５５-２３２３番 まで。 

 経営相談支援室のご案内 

【３月の新入会員】  

宮下 光信 

①宮下印刷㈱ ②代表取

締役社長 ③金沢市大豆

田本町甲251 ④076-263-

2468 ⑤076-263-1234 ⑥

http://www.e-miyashita.jp 

⑦mitsunobu@dreamtech.co. 

jp ⑧金沢駅西支部 ⑨宮本グループ ⑩玉

田善明 ⑪印刷物の企画・編集。カタログな

どの美術印刷、事務用印刷。書籍の出版、電

子書籍、ホームページの作成・管理。イベン

トの企画・運営・宣伝。 

【メールアドレス変更】            

橋爪  渡 

①㈲フラワーガーデン ②代表取締役 ⑦

more@bb-more.co.jp 

荒矢  要 

①東山住宅㈱ ②代表取締役 ⑦araya@higa 

北陸会計 

 

shiyama-j.co.jp 

【社名変更】 

木下 広美 

①アクアマリン ②代表 ③金沢市片町2-

21-30 

【会社住所変更】 

中島 茂雄 

①中島土地家屋調査士事務所 ②代表 ③

金沢市疋田2-214 ④076-253-2007 ⑤076-

213-5888 ⑦nakajima-5293@mbr.nifty.com 

 

例
会
に
は
あ
ま
り
参
加
で
き
て
い

な
い
が
、
と
に
か
く
勉
強
に
は
な

る
。
例
会
の
後
の
心
地
よ
い
疲
れ
は

他
の
会
に
は
な
い
。
普
通
な
ら
疲
れ

大畑 清隆 会員 

㈲オオハタ建築研究所 社長 

２０１２年３月入会 

後継者育成、社員教育に興味 

Vol.9 

る
と
こ
ろ
だ
が
、
い
つ
も
心
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
。 

 

十
年
以
上
前
に
岩
木
さ
ん
の
も
と
で
「
経
営
指
針
」
を
つ

く
っ
た
覚
え
が
あ
る
。
そ
の
と
き
の
経
営
理
念
は
「
一
、
私
た

ち
は
、
確
か
な
技
術
に
よ
っ
て
、
お
客
様
に
機
能
性
と
デ
ザ
イ

ン
性
を
提
供
す
る
。
一
、
私
た
ち
は
、
素
直
さ
・
感
謝
の
心
を

忘
れ
ず
、
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
、
心
地
よ
さ
を
提
供
す

る
。
一
、
私
た
ち
は
、
信
頼
さ
れ
る
都
市
空
間
づ
く
り
を
目
指

し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
。
一
、
私
た
ち
は
、
夢
と
希
望
を

持
ち
続
け
、
生
き
が
い
や
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
づ
く
り
を
創

造
す
る
。
」
で
あ
る
。
同
友
会
で
は
、
社
員
共
育
に
興
味
が
あ

り
、
他
の
経
営
者
の
考
え
方
や
情
報
交
換
も
で
き
る
の
が
あ
り

が
た
い
。 

 
建
築
設
計
業
界
は
、
ど
ん
ど
ん
専
門
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ

る
。
住
宅
や
耐
震
化
な
ど
が
そ
う
だ
。
そ
の
中
で
特
に
公
共
工

事
に
強
い
組
織
事
務
所
を
作
り
た
い
。
そ
の
為
に
は
、
構
造
や

設
備
設
計
の
内
製
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
特
に
パ
ー
ス
は

重
要
で
、
わ
が
社
の
主
張
を
顧
客
の
心
に
響
か
せ
る
重
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
だ
。
今
後
の
課
題
は
後
継
者
の
育
成
だ
。
ま
だ
不

動
で
は
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
社
員
か
ら
出
す
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
社
員
教
育
に
は
、
い
ろ
ん
な
面
で
特
に
興
味
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
自
分
自
身
が
社
員
教

育
で
き
る
力
を
持
つ
べ
き
だ
ろ
う
。
同
友
会
で
は
そ
こ
を
特
に

勉
強
し
た
い
。
【
取
材:

金
谷
道
憲 

広
報
・
情
報
化
委
員
】 


